
Google Adsense税務情報入力 
法人



Googleが正しく源泉徴収を行うために、すべてのクリエイターはGoogleに対し 
税務情報を提出する必要があります。

（例） 
日本のクリエイターがYouTubeから得た収益が$1,000だったとします。 
収益合計$1,000のうち、米国の視聴者から得た収益は$100でした。

税務情報を提出しない

税務情報を提出し、 
租税条約による優遇措置を 

申請

税務情報を提出したが、 
租税条約による優遇措置を 

受けられない

源泉徴収額:$240 (=$1,000x 24%) 
租税情報を提供するまでは、全世界における総収益の 
24%がGoogleによって差し引かれる。

源泉徴収額:$0 (=$100x ０%) 
日本と米国の間では租税条約が結ばれており、税率が 
米国の視聴者から得た収益の0%に軽減されるため。

源泉徴収額:$30 (=$100x 30%) 
租税条約が結ばれていない場合の税率は米国の視聴者 
から得た収益の30%になるため。

状況

シナリオ1

シナリオ2

シナリオ3

結果









法人番号13桁記入

不要

入力例の記載内容はあくまで参考です。 
ご自身の会社の実際の会社名を 
ご記入ください

13桁の法人番号 
（ここでいう「外国の」、は「米国以外の」 
のという意味ですので、ご自身の会社番号を 
記入してください。 
＊法人番号検索サイト 
https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/



入力例の記載内容はあくまで参考です。 
ご自身の会社の実際の住所等を 
ご記入ください



基本的にはこの項目でOKです。 
・上場企業の場合：「株式公開企業」を選択 
・上場企業の子会社の場合：「株式公開企業の子会社」を選択 

また、以下の場合は「所有/税源侵食テストを満たす会社」 
を選択できないため、ご担当の税理士へご相談下さい。 
・株式の50%超を、日本または米国の居住者及び上場会社 
または上場会社の子会社以外の者に保有されている会社（※） 
・営業利益の50%以上を日本または米国以外に支払う会社

＊ 
OK例：日本在住の個人が株式の100%を保有 
NG例：中国在住の個人が株式の100%を保有









過去にお支払いを受け取ったことがない新規の方は「はい」 
過去にお支払いを受け取ったことがある方はいいえを 
選択してください




